
北九州響灘洋上ウインドファーム　竣工

厳
し
い
施
工
環
境
と

複
雑
な
地
盤
に
挑
む

　

Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
と
自
航
式

作
業
船
が
相
乗
効
果

　

大
水
深
下


以
内
の

基
礎
杭
打
設
精
度
確
保

　

風
車
基
礎
構
造
統
一
し

設
計
・
施
工
を
効
率
化

　

洋
上
風
力
建
設
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

に

（１１） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　４月２２日　（水曜日）

　
ひ
び
き
ウ
イ
ン
ド
エ
ナ
ジ

株
式
会
社
が
北
九
州
市
若
松
区
沖
で
建
設
を
進
め
て
い
た
国
内
最
大
規
模
の
洋

上
風
力
発
電
所﹁
北
九
州
響
灘
洋
上
ウ
イ
ン
ド
フ


ム
﹂が
竣
工
し
３
月
２
日
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た


広
さ
約
２
７
０
０

の
海
域
に
設
置
し
た

基
の
大
型
風
車
で

一
般
家
庭
約

万
世
帯
分
に
当
た
る
年
間
約

５
億


時
の
発
電
を
見
込
む

発
電
事
業
期
間
は

年


　
工
事
は
２
０
２
３
年
３
月
に
着
手
し

風
車
基
礎
・
海
洋
工
事
を
五
洋
・
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

Ｏ
＆
Ｍ
︵
運
転
・
保
守
︶
拠
点
港
工
事
を
五
洋
・
若
築
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が

担
当

長
年
培

た
海
洋
土
木
技
術
を
駆
使
す
る
と
共
に

最
新
鋭
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
︵
自
己
昇
降
式
作
業
台
船
︶

な
ど
を
投
入
し

厳
し
い
施
工
環
境
下
で
効
率
的
に
高
精
度
の
施
工
を
完
遂
し
た


風車ブレードの据え付け

作業船３隻体制での基礎工製作中のジャケット

ケーブル埋設（ＲＯＶ埋設機）

風車部材を積み込み

Ｏ＆Ｍ拠点港

完成した風車

　
﹁
北
九
州
響
灘
洋
上
ウ
イ
ン

ド
フ


ム
﹂
は

北
九
州
市

が
﹁
グ
リ

ン
エ
ネ
ル
ギ

ポ


ト
ひ
び
き
﹂
事
業
の
一
環
と

し
て
計
画
し
た
も
の
で

２
０

５
０
年
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ

ル
の
達
成
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ

の
主
力
電
源
化
の
切
り
札

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

完

成
時
点
で
は
国
内
最
大
の
洋
上

風
力
発
電
所
と
な
り

最
大
出

力
は

万



年
間
発
電
量

は
同
市
全
世
帯
の
約
４
割
に
当

た
る
一
般
家
庭
約

万
世
帯
分

の
使
用
量
に
相
当
す
る
約
５
億



時
が
見
込
ま
れ
て
い
る


　
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は
北
九
州

市
若
松
区
沖
の
港
湾
区
域
内
の

南
北
１




東
西


の

エ
リ
ア
に

ロ

タ

直
径
１

７
４


海
水
面
か
ら
の
ブ
レ


ド
最
高
地
点
約
２
０
０



定
格
出
力
９
・
６


の
風
車

︵
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ
ス
タ
ス


社
製
Ｖ
│
１
７
４
︶

基
を
建

設
す
る
と
と
も
に

運
転
開
始

後
の
保
守
に
欠
か
せ
な
い
Ｃ
Ｔ

Ｖ
︵
作
業
員
輸
送
船
︶
を
係
留

す
る
Ｏ
＆
Ｍ
︵
運
転
・
保
守
︶

拠
点
港
を
整
備
し
た


　
施
工
海
域
は
日
本
海
に
面
し

た
外
洋
で
水
深
変
化
が
８




と
大
き
く

安
山
岩

花
崗

岩

砂
岩

泥
岩
と
い

た
４

種
の
岩
盤
が
存
在
し

０




の
不
均
一
な
堆
積
層
が
混
在

す
る
複
雑
な
海
底
地
盤
で
あ

る

そ
の
た
め

外
洋
と
い
う

厳
し
い
施
工
環
境
と
複
雑
な
地

盤
の
克
服
が
最
重
要
課
題
で
あ

り

設
計
の
合
理
化
と
施
工
の

確
実
性
が
求
め
ら
れ
た


　
風
車
基
礎
は
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
多
様
な

地
質
条
件
に
柔
軟
に
適
用
可
能

な
﹁
杭
式
ジ

ケ

ト
構
造
﹂

を
全

基
に
採
用
し

基
礎
構

造
統
一
に
よ
る
設
計
・
施
工
・
維

持
管
理
の
効
率
化
を
図

た


海
底
ケ

ブ
ル
は
古
河
電
気
工

業
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
施

工
し
た

想
定
よ
り
も
海
底
地

盤
が
硬
く

ケ

ブ
ル
の
埋
設

作
業
に
苦
労
し
た
が

時
間
を

か
け
て
根
気
強
く
施
工
を
進
め

た


　
風
車
の
据
付
作
業
で
は
海
外

の
風
車
メ

カ

と
の
コ
ミ


ニ
ケ

シ

ン
が
課
題
と
な

り

特
に
ク
レ

ン
合
図
の
場

面
で
苦
労
し
た

し
か
し

事

業
者
で
あ
る
ひ
び
き
ウ
イ
ン
ド

エ
ナ
ジ

株
式
会
社
の
協
力
を

得
て
風
車
据
付
作
業
の
経
験
者

で

英
語
の
通
訳
が
で
き
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
合
図
の
通
訳
者
と

し
て
配
置
す
る
こ
と
で
無
事
に

施
工
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

た


　
Ｏ
＆
Ｍ
拠
点
港
は
若
築
建
設

株
式
会
社
と
の
Ｊ
Ｖ
で
施
工
し

た

施
工
場
所
の
直
近
に
は
近

接
企
業
の
取
水
設
備
が
あ
り


厳
し
い
濁
水
拡
散
防
止
対
策
が

求
め
ら
れ
た
が

濁
水
発
生
源

で
の
徹
底
し
た
濁
度
管
理
と
濁

水
拡
散
シ
ミ

レ

シ

ン
結

果
に
基
づ
き
設
置
し
た
汚
濁
防

止
膜
の
効
果
に
よ
り

大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
施
工

を
完
了
で
き
た


　
最
初
の
課
題
は
外
洋
の
厳
し

い
施
工
環
境
を
克
服
し

プ
ロ

ジ

ク
ト
工
程
が
厳
守
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
だ

た


そ
こ
で
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
︵
Ｓ
ｅ
ｌ
ｆ

│
Ｅ
ｌ
ｅ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
│
Ｐ

ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

自
己
昇
降

式
作
業
台
船

︶
２
隻
と
自
動

船
位
保
持
装
置
︵
Ｄ
Ｐ
Ｓ
︶
機

能
を
搭
載
し
た
自
航
式
作
業
船

２
隻
を
活
用
し
た


　
２
隻
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
の
う
ち


１
隻
︵
８
０
０

つ
り
Ｓ
Ｅ
Ｐ

型
多
目
的
起
重
機
船
Ｃ
Ｐ
│
８

０
０
１
︶
は
基
礎
杭

グ
ラ
ウ

ト
材
な
ら
び
に
Ａ
Ｃ
工
法
で
発

生
し
た
掘
削
土
な
ど
を
保
管
す

る
資
機
材
ス
ト

ク
船
と
し
て

活
用

さ
ら
に
ア
ン
カ

係
留

不
要
な
Ｄ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
自
航

式
作
業
船
２
隻
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り

基
礎
杭
や
グ
ラ
ウ

ト
材
な
ど
の
資
機
材
の
迅
速
な

供
給
に
加
え

Ｃ
Ｐ
│
８
０
０

１
に
仮
置
き
し
た
掘
削
土
砂
の

土
運
船
へ
の
積
み
替
え
な
ど


高
波
浪
の
合
間
の
わ
ず
か
な
平

穏
時
を
逃
さ
ず
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
と
な

た


　
こ
の
﹁
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
に
よ
る
洋

上
拠
点
化
﹂と﹁
自
航
式
作
業
船

に
よ
る
高
機
動
な
供
給
体
制
﹂

の
相
乗
効
果
で
稼
働
率
の
低
下

を
防
止
し

工
程
を
厳
守
す
る

こ
と
が
で
き
た


　
続
く
課
題
は
水
深
が
深
く


複
雑
な
海
底
地
盤
の
施
工
海
域

で

い
か
に
し
て
基
礎
杭
の
打

設
精
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス



を
確
保
す
る
か
と
い
う
点
だ


た

そ
こ
で
耐
波
高
性
︵
最
大

限
界
波
高
３
・
５


出
現
率

０
・

％
︶
に
優
れ

施
工
途

中
で
波
浪
の
影
響
を
受
け
難
い

構
造
の
傾
斜
や
堆
積
層
に
も
対

応
し
た
﹁
パ
ワ

ジ


キ
昇

降
機
能
付
き
テ
ン
プ
レ

ト
﹂

傾
斜
が
緩
や
か
で
砂
地
盤
特
化

型
の
﹁
マ

ド
マ

ト
型
分
割

式
テ
ン
プ
レ

ト
﹂
の
２
種
類

の
テ
ン
プ
レ

ト
を
地
質
特
性

に
応
じ
て
導
入
し
た


　
そ
の
結
果

一
般
的
な
杭
の

打
設
管
理
基
準
で
あ
る
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
１
０
０

よ
り
は
る

か
に
厳
し
い
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス



の
高
精
度
な
打
設
を
大
水

深
下
で
実
現
す
る
こ
と
が
で

き

厳
し
い
施
工
環
境
下
で
確

実
に
ジ

ケ

ト
を
据
え
付
け

る
こ
と
が
で
き
た


　
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
作
業
船
に
は
高
性
能
燃
料
添

加
剤
を
使
用
す
る
と
と
も
に


現
場
事
務
所
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
を

受
け
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素

︵
Ｃ
Ｏ

︶
排
出
量
を

％
削

減
し
た


　
風
車
基
礎
の
維
持
管
理
の
面

で
は
外
洋
の
過
酷
な
塩
害
環
境

に
対
し

高
耐
久
塗
装

腐
食

代

電
気
防
食
を
最
適
に
組
み

合
わ
せ

耐
用
期
間

年
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ

を
実
現
し

た



